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関西石川県人会連合会 

会長 澤井 幸造 

（平成２５年６月就任） 

 

金沢駅新幹線ホーム 

平成２７年３月１４日 

金沢マラソン２０１５ 

平成２７年１１月１５日 



年
頭
の
ご
挨
拶 

関
西
石
川
県
人
会
連
合
会 

 
 

会
長 

澤
井 

幸
造 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 

関
西
石
川
県
人
会
連
合
会
の
皆
様
方
に

は
お
元
気
で
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
昨
年
は
、
石
川
県
民
の
永
年
の

悲
願
で
あ
り
ま
し
た
北
陸
新
幹
線
の
金

沢
・
東
京
間
が
三
月
十
四
日
に
開
業
い
た

し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説

「
ま
れ
」
が
奥
能
登
を
舞
台
に
半
年
間
に

わ
た
り
放
映
さ
れ
ま
し
た
。 

新
幹
線
開
業
後
、
十
ヶ
月
を
経
過
す
る

今
も
多
く
の
お
客
様
が
石
川
県
を
訪
れ
て

頂
い
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
ふ
る
さ

と
石
川
の
盛
況
ぶ
り
を
耳
に
す
る
た
び
、

私
ご
と
の
よ
う
に
誇
ら
し
い
気
分
に
な
る

も
の
で
す
。 

 

ま
た
、
五
月
十
七
日
に
は
、
小
松
市
木

場
潟
公
園
を
会
場
に
第
六
十
六
回
の
全
国

植
樹
祭
が
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
ご
臨
席
を

仰
ぎ
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は

晴
天
に
恵
ま
れ
、
全
国
か
ら
一
万
人
の

方
々
が
参
加
さ
れ
、
関
西
石
川
県
人
会
か

ら
も
多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

 

八
月
に
は
夏
の
全
国
高
校
野
球
大
会
に

遊
学
館
高
校
が
出
場
し
、
第
一
試
合
は
九

州
学
院
高
校
に
快
勝
し
ま
し
た
が
、
第
二

試
合
で
健
闘
む
な
し
く
、
優
勝
し
た
東
海

大
相
模
高
校
に
敗
れ
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
そ
の
す
ば
ら
し
い
戦
い
ぶ
り
は
私
た

ち
に
大
き
な
感
動
と
勇
気
を
与
え
て
く
れ

ま
し
た
。 

 

こ
の
時
も
三
十
余
名
の
県
人
会
の
皆
様

と
と
も
に
応
援
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

十
一
月
十
八
日
に
は
関
西
に
在
住
す
る

方
の
中
か
ら
新
た
に
十
一
名
の
方
が
観
光

特
使
に
任
命
さ
れ
、
谷
本
知
事
か
ら
委
嘱

状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
交
付
式
終
了
後

に
は
観
光
特
使
と
県
人
会
会
員
と
の
交
流

会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

今
後
も
新
し
い
お
仲
間
と
も
交
流
を
続

け
、
引
き
続
き
ふ
る
さ
と
石
川
の
応
援
団

と
し
て
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
か
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 県
人
会
だ
よ
り 

関
西
羽
咋
会
が
設
立 

「
新
大
阪
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
」
に

て
第
一
回
総
会
を
開
催 

十
月
二
十
四
日
、
新
大
阪
ワ
シ
ン
ト
ン

ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
設
立
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

山
辺
羽
咋
市
長
、
新
田
羽
咋
市
議
会
議

長
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
来
賓
の
方
に

お
越
し
頂
き
、
東
京
か
ら
は
関
東
羽
咋
会

副
会
長
も
お
越
し
頂
き
ま
し
た
。 

総
会
で
は
松
島
信
雄
氏
が
初
代
会
長
に

就
任
し
、
本
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
案

が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
地
元
羽
咋
市
職
員
に
よ
る
移
住

セ
ミ
ナ
ー
や
自
然
栽
培
・
ジ
ビ
エ
料
理
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

     

関
西
鶴
来
会
（よ
る
ま
い
会
）が
総
会
を 

開
催 十

一
月
一
日
、
大
阪
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
平
成
二
十
七
年
度
の

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
元
白
山
市

か
ら
は
広
野
白
山
市
鶴
来
支
所
長
、
寺
越

市
議
会
議
員
の
ご
出
席
を
頂
い
た
ほ
か
、

廣
川
大
阪
白
山
会
会
長
、
沖
津
関
西
松
任

会
会
長
も
ご
出
席
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

懇
親
会
で
は
ふ
る
さ
と
の
特
産
品
が
当

た
る
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
、
最
後
に

全
員
で
「
ふ
る
さ
と
」
を
合
唱
し
て
閉
会

し
ま
し
た
。 

 

ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
ホ
テ
ル
大
阪
で 

観
光
特
使
委
嘱
状
交
付
式
・ 

県
人
会
と
の
交
流
会
を
開
催 

十
一
月
十
八
日
、
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
ホ
テ

ル
大
阪
に
お
い
て
、
関
西
石
川
県
人
会
・

観
光
特
使
合
同
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 谷

本
正
憲
知
事
か
ら
は
新
た
に
観
光
特

使
に
任
命
さ
れ
た
十
一
名
の
方
に
委
嘱
状

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
百
海
善
市
郎
百
寶
堂(

株)

代
表
取

締
役
社
長
か
ら
活

動
報
告
が
な
さ
れ

ま
し
た
。 

交
流
会
で
は
澤

井
幸
造
会
長
の
発

声
に
よ
り
乾
杯
、

変
面
や
手
品
な
ど

の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 

関
西
珠
洲
会
が
総
会
を
開
催 

十
一
月
二
十
一
日
、
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
大

阪
に
お
い
て
、
平
成
二
十
七
年
度
の
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

地
元
珠
洲
市
か
ら
は
、
泉
谷
市
長
、
刀

祢
商
工
会
会
頭
の
ご
出
席
を
頂
き
、
ご
祝

辞
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
議
案
を
審

議
す
る
と
と
も
に
、
新
入
会
員
の
紹
介
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

懇

親

会

で
は
能
登
浪

漫
の
披
露
や
、

水
軍
太
鼓
、

キ
リ
コ
太
鼓

が
共
演
さ
れ

た
ほ
か
、
会

場
に
は
珠
洲

の
ポ
ス
タ
ー
が
貼
ら
れ
、
地
元
か
ら
届
い

た
、
あ
お
さ
や
芋
菓
子
の
特
設
販
売
コ
ー

ナ
ー
が
設
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
ミ
ニ
チ

ュ
ア
キ
リ
コ
の
展
示
販
売
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
近
況
の
報
告
や
昔
話
が
尽
き
な
い
中
、

最
後
に
参
加
者
全
員
で
、「
能
登
未
練
」
を

合
唱
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。 

松島信雄初代会長挨拶 

寺田会長挨拶 



広坂通りがランナーで埋まる 

知
事
年
頭
の
挨
拶 

 
 

あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

県
人
会
の
皆
様
に
は
、

晴
れ
や
か
な
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

平
素
か
ら
ふ
る
さ
と
石
川
に
格
別
の
ご
支

援
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
三
月
十
四
日
、
県
民
の
長
年
の
悲

願
で
あ
り
ま
し
た
北
陸
新
幹
線
金
沢
開
業

が
実
現
い
た
し
ま
し
た
。
新
た
な
年
を
迎

え
た
今
も
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客

が
訪
れ
、
開
業
効
果
が
持
続
し
県
内
全
域

に
波
及
し
て
い
ま
す
。 

開
業
二
年
目
と
な
る
本
年
は
、
開
業
効

果
を
さ
ら
に
持
続
・
発
展
さ
せ
て
い
く
た

め
の
大
変
大
事
な
年
で
す
。 

本
年
も
、
引
き
続
き
、
官
民
が
一
体
と

な
っ
た
「
お
も
て
な
し
」
の
向
上
に
努
め

る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ｒ
や
北
陸
三
県
が
連
携

し
た
情
報
発
信
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
県
都
金
沢
で
は
、
文
化
財
保

存
修
復
工
房
の
移
転
整
備
や
今
後
の
金
沢

城
公
園
の
鼠
多
門
や
鼠
多
門
橋
の
復
元
な

ど
、「
兼
六
園
周
辺
文
化
の
森
」
の
魅
力
向

上
に
努
め
ま
す
。 

一
方
、
北
陸
新
幹
線
金
沢
・
敦
賀
間
に

つ
い
て
は
、
平
成
三
十
四
年
度
末
の
開
業

に
向
け
て
整
備
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。
敦

賀
以
西
に
つ
い
て
も
、
平
成
二
十
八
年
中

の
ル
ー
ト
決
定
を
要
請
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
今
後
も
、
大
阪
ま
で
の
フ
ル
規

格
に
よ
る
早
期
全
線
整
備
に
向
け
、
沿
線

地
域
と
の
連
携
を
密
に
し
、
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。 

折
し
も
地
方
創
生
が
大
き
な
課
題
と
な

る
中
、
新
幹
線
開
業
を
は
じ
め
と
す
る
、

本
県
の
強
み
を
最
大
限
に
活
か
し
、
社
会

減
対
策
と
自
然
減
対
策
の
両
面
か
ら
地
方

創
生
を
推
進
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
新
た

な
長
期
構
想
を
策
定
し
、「
個
性
・
交
流
・

安
心
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
の
実
現
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

県
人
会
の
皆
様
に
は
、
是
非
、
里
帰
り

も
兼
ね
て
ふ
る
さ
と
石
川
に
お
越
し
い
た

だ
き
、
そ
の
魅
力
を
心
ゆ
く
ま
で
ご
堪
能

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
今
後
と
も
石
川
の

応
援
団
と
し
て
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

最
後
に
、
県
人
会
の
皆
様
に
と
り
ま
し

て
、
こ
の
一
年
が
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し

い
年
と
な
り
ま
す
と
と
も
に
、
県
人
会
の

ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
心
よ
り
祈
念
申
し

上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。 

 

県
内
だ
よ
り 

開
業
効
果
に
湧
く
金
沢
市
内 

 

平
成
二
十
七
年
三
月
十
四
日
に
開
業
し

た
北
陸
新
幹
線
に
よ
る
来
県
者
は
、
十
ヵ

月
が
経
過
し
た
今
も
順
調
に
推
移
し
て
お

り
、
昨
年
同
期
に
比
べ
兼
六
園
が
約
一
・

四
倍
、
金
沢
城
公
園
が
約
一
・
八
倍
の
入

園
者
数
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
県
内
の
主

要
温
泉
地
の
宿
泊
者
数
も
約
一
・
二
倍
に

な
る
な
ど
、
金
沢
は
も
と
よ
り
、
加
賀
や

能
登
に
お
い
て
も
昨
年
を
上
回
っ
て
お
り

ま
す
。 

一
方
で
想
定
以
上
に
訪
れ
る
観
光
客
に

よ
り
宿
泊
所
が
予
約
で
き
な
い
日
も
で
る

こ
と
や
、
東
の
茶
屋
街
や
近
江
町
市
場
、

長
町
武
家
屋
敷
群
に
は
多
く
の
観
光
客
が

押
し
寄
せ
、
飲
食
店
等
で
は
長
い
行
列
が

で
き
る
日
も
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。 

 
 輪

島
市
舞
台
の
朝
ド
ラ
「
ま
れ
」
の
放
送

が
終
了 

 

輪
島
市
を
舞
台
に
放
映
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ

朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
ま
れ
」
の
放
送

が
九
月
末
を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。 

 

女
優
の
土
屋
太
鳳
さ
ん
が
主
演
、
世
界

一
の
パ
テ
ィ
シ
エ
を
目
指
し
て
奮
闘
す
る

ス
ト
ー
リ
ー
で
、
朝
の
お
茶
の
間
を
賑
わ

し
ま
し
た
。
ま
た
、
ロ
ケ
現
場
と
な
っ
た

上
大
沢
や
珠
洲
の
塩
田
に
は
多
く
の
観
光

客
が
訪
れ
ま
し
た
。 

 

馳
浩
衆
議
院
議
員
が
文
科
相
に
就
任 

 

十
月
七
日
、
第
三
次
安
倍
改
造
内
閣
で
、

馳
浩
衆
議
院
議
員
が
文
部
科
学
大
臣
に
就

任
、
岡
田
直
樹
参
議
院
議
員
は
財
務
副
大

臣
に
就
任
し
ま
し
た
。 

 
ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド 

 

石
川
・
富
山
版
が
出
版 

 

石
川
県
及
び
富
山
県
の
飲
食
店
や
宿
泊

施
設
の
格
付
け
本
「
ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド

富
山
・
石
川
２
０
１
６
特
別
版
」
が
本
年

五
～
七
月
ご
ろ
に
出
版
す
る
と
、
日
本
ミ

シ
ュ
ラ
ン
タ
イ
ヤ
が
発
表
し
ま
し
た
。 

 

金
沢
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
５ 

 

一
万
二
千
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
城

下
町
を
金
沢
を
駆
け
抜
け
る 

 「
金
沢
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
５
」
が
十
一

月
十
五
日
、
全
国
各
地
や
海
外
か
ら
参
加

し
た
一
一
、
八
一
九
人
の
ラ
ン
ナ
ー
に
よ

り
、
金
沢
市
内
で
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

 

し
い
の
き
迎
賓
館
前
の
広
坂
通
り
を
出

発
点
に
、
制
限
時
間
の
七
時
間
以
内
に
九

六
・
九
％

の
ラ
ン
ナ

ー
が
完
走
、

沿
道
で
は

お
祭
り
の

よ
う
な
雰

囲
気
が
た

だ
よ
う
中
、

声
援
が
飛

び
交
い
、

給
食
ポ
イ

ン
ト
で
は

金
沢
カ
レ

ー
や
五
郎
島
金
時
、
和
菓
子
な
ど
が
ふ
る

ま
わ
れ
ま
し
た
。 

   



関
西
だ
よ
り 

西
宮
「
日
本
盛
酒
造
」
で
こ
ま
つ

里
山
協
議
会
が
Ｐ
Ｒ 

 

十
一
月
二
十
八
日
、
兵
庫
県
西
宮
市

「
日
本
盛
酒
造
」
で
開
催
さ
れ
た
イ
ベ

ン
ト
に
こ
ま
つ
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
協

議
会
が
出
展
し
、
南
加
賀
の
里
山
・
里

海
の
自
然
と
文
化
を
紹
介
、
併
せ
て
特

産
品
の
販
売
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。 

 

岩
魚
の
塩
焼
き
、
へ
し
こ
、
里
芋
の

お
焼
き
、
小
松
ト
マ
ト
カ
レ
ー
等
、
普

段
土
産
屋
に
並
ば
な
い
特
産
品
や
名
産

品
を
対
面
販
売
し
て
い
ま
し
た
。 

 

大
阪
事
務
所
お
し
ら
せ 

 十
一
月
二
十
九
日
、
本
町
か
ら
難
波
間

の
御
堂
筋
を
歩
行
者
天
国
と
し
て
、「
御
堂 

筋
オ
ー
タ
ム
パ
ー
テ
ィ
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
大
阪
事
務
所
か

ら
も
出
展
し
、
観
光
Ｐ
Ｒ
・
石
川
県
物
産

の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。 

こ
の
日
は
Ｆ
１
マ
シ
ン
と
フ
ェ
ラ
ー
リ

の
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
百
台
が
デ
モ
走
行
し
た

ほ
か
、
夜
に
は
、
大
阪
光
の
饗
宴
２
０
１ 

５
が
始
ま
り
、
午
後
七

時
半
に
梅

田
か
ら
難

波
ま
で
の

四
キ
ロ
の

銀
杏
並
木

に
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ

ン
が
点
灯

さ
れ
ま
し

た
。 

  

京
阪
神
石
川
会 

～
石
川
県
産
の
農
産
物
が
続
々
～ 

  

七
月
二
十
三
日
、
珠
洲
市
の
泉
谷
市
長

に
よ
る
、
え
び
す
南
瓜
・
赤
土
西
瓜
の
ト

ッ
プ
セ
ー
ル
ス
が
大
阪
市
福
島
区
の
大
阪

市
中
央
卸
売
市
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
関

西
で
は
七
月
末
か
ら
八
月
中
旬
ま
で
が
、

九
州
産
と
北
海
道
産
の
端
境
期
と
な
っ
て

お
り
、
こ
の
時
期
に
珠
洲
市
で
作
ら
れ
た

南
瓜
の
大
半
が
京
阪
神
市
場
で
販
売
さ
れ

て
い
ま
す
。 

ま
た
、
七
月
三
十
一
日
に
は
、
石
川
県

が
誇
る
高
級
ぶ
ど
う
「
ル
ビ
ー
ロ
マ
ン
」

の
初
競
り
セ
レ
モ
ニ
ー
が
同
市
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。「
ル
ビ
ー
ロ
マ
ン
」
は
一
粒
の

大
き
さ
が
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
大
ほ
ど
も
あ
る

赤
色
の
大
粒
ぶ
ど
う
で
、
本
年
の
金
沢
市

場
で
の
初
競
り
で
は
、
な
ん
と
一
房
百
万

円
の
ご
祝
儀
相
場
が
つ
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
日
は
三
十
二
房
の
出
荷
が
あ
り
、
せ

り
人
に
よ
り
威
勢
よ
く
高
値
で
販
売
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
今
シ
ー
ズ
ン
は
、
二
〇

〇
八
年
の
販
売
開
始
以
来
、「
ル
ビ
ー
ロ
マ

ン
」
の
販
売
額
が
初
め
て
一
億
円
の
大
台

を
超
え
る
年
と
な
り
ま
し
た
。 

 関
西
石
川
県
観
光
旅
館
・
施
設
案
所
連
絡

協
議
会 

観
光
キ
ャ
ラ
バ
ン 

 

 

六
月
二
十
四
日
か
ら
七
月
二
十
四
日
に

か
け
て
、
近
畿
二
府
四
県
に
あ
る
二
百
五

十
社
の
旅
行
社
に
対
し
、
観
光
キ
ャ
ラ
バ

ン
を
行
い
ま
し
た
。
石
川
県
の
魅
力
発
信

や
新
ス
ポ
ッ
ト
の
紹
介
な
ど
の
ほ
か
、
旅

行
社
の
意
見
や
要
望
を
吸
い
上
げ
る
貴
重

な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
地

道
な
活
動
の
成
果
も
あ
っ
て
か
、
今
年
の

石
川
県
の
観
光
客
入
込
数
は
例
年
の
一
．

三
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

北
陸
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン 

～
北
陸
物
語
～ 

  

十
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
に
か

け
て
、
北
陸
三
県
と
Ｊ
Ｒ
の
協
働
で
北
陸

へ
の
観
光
誘
客
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま

し
た
。
県
内
で
は
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
ち
な

ん
だ
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

関
西
地
域
で
も
大
阪
駅
や
京
都
駅
な
ど
で

観
光
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ

の
出
演
な
ど
大
盛
況
を
博
し
ま
し
た
。 

 

お
く
や
み 

坂
井
外
志
壽 

氏 

六
月
十
九
日
逝
去

（
八
尾
石
川
県
人
会
） 

 

 

えびす南瓜をＰＲする 

泉谷市長と関係者 

大阪駅で行われたイベントの様

子。中央は石川県のゆるキャラ

「ひゃくまんさん」 

買物客で賑う石川県ブース 

大阪光の饗宴（御堂筋） 

Midousuji  

こまつＳＡＴＯＹＡＭＡ 

協議会の特設ブース 
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